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　「つくば科学フェスティバル」は、小中学生が
楽しみながら科学の楽しさや大切さを学ぶイ
ベントとして、つくば市などが毎年開催していま
す。会場のつくばカピオ（つくば市）では、市内の
研究機関や小中学校・高校・大学などが科学実
験や体験・展示などのさまざまな企画を出展し
ています。今年は、11月8日（土曜日）、9日（日曜
日）に開催され、2日間で17,500人あまりの来
場者がありました。
　農環研は、2015年が「国際土壌年」にあたる
ことから「土の不思議」というテーマで、土壌モノリス

（土壌標本）を展示したり、土壌小
動物の観察コーナーを設けた
りしました。また、ブース内で
実施した「光る泥だんご作
り」を通じ、子どもたちに、土
の色や性質が様々であるこ
とを学んでもらいました。

（広報情報室）

　「アグリビジネス創出フェア」は、農林水産・食品分
野の研究成果を広く社会に普及させるため、研究機関
と他の研究機関・民間企業との連携を促す場として、
農林水産省が毎年開催しているものです。 今年は、11
月12日（水曜日）から3日間、東京都江東区の東京ビッ
グサイトにおいて開催され、147機関からの出展、
32,069人の参加者（主催者発表）がありました。

　（独）農業環境技術研究所は、このフェアの後援団
体として出展し、実物展示や説明パネルにより「世界
のコメとコムギの豊凶を収穫3ヶ月前に予測する技
術」、「カドミウムをほとんど吸収しないイネ品種（コシ
ヒカリ環1号）」、「微粉末活性炭タブレット」などを紹
介しました。

（連携推進室長　大倉 利明）
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　「環境研究シンポジウム」は、「環境研究機関連絡
会」が毎年開催しているもので、12回目となる今年は、
「気候変動と科学技術－考えよう地球の未来！－」をテ
ーマに、11月18日（火曜日）、一橋大学（東京都千代田
区）で、14の講演と100題に及ぶポスター展示を行な
いました。（独）農業環境技術研究所は、連絡会の参加
団体として、八木一行研究コーディネータの講演「気
候変動と21世紀の農業・食料生産技術」を行い、最近
の研究成果8題のポスターを展示し、紹介しました。
　このシンポジウムでは、気候変動に対して最先端の
科学技術がどのようなアプローチを行っているかにつ
いて、多くの研究機関による幅広い話題を提供するこ
とができました。参加した403人の方々にとって「地球

の未来」を考えるきっかけになれば幸いです。
　なお、「環境研究機関連絡会」は、環境研究に携わ
る国立、独立行政法人および国立大学法人の研究機
関が情報交換し、環境研究の連携を緊密にするため、
平成13年に作られ、13研究機関が参加しています。

参加機関：（独）防災科学技術研究所、（独）物質・材料研究
機構、（独）農業環境技術研究所、（独）森林総合研究所、
（独）水産総合研究センター、（独）産業技術総合研究所、国
土交通省 気象庁気象研究所、国土交通省 国土技術政策総
合研究所、（独）建築研究所、（独）港湾空港技術研究所、
（独）土木研究所、（独）国立環境研究所、国立大学法人 筑
波大学

（連携推進室長　大倉 利明）

第12回環境研究シンポジウム
気候変動と科学技術  －考えよう地球の未来！－

　11月19日に、つくば国際会議場で、第28回気象環
境研究会「生態系の微量ガス交換と大気浄化機能」を
開催し、大学や研究機関などから約60名に参加いた
だきました。研究会では、はじめに、東京農工大学の松
田和秀先生から、大気成分の沈着・吸収（大気中の気
体成分や粒子状物質が植物や土壌に付着または吸収
される現象）について総括的な講演をいただき、続い
て、生態系でのさまざまなガスの交換に関する話題
（水銀や農薬の広域移動と沈着、植物による微量ガス
の吸収、土壌によるメタンの吸収、および微量ガスの
沈着・吸収現象の統一的な理解）について、それぞれ
の専門家から発表していただきました。これら多岐に
わたる講演により、大気拡散、気孔通導性、土壌中の

拡散について、ガスの種類をまたいだ議論をすること
ができ、今後、農耕地の大気浄化機能の研究を進める
うえで有意義な研究会となりました。後援いただいた
（独）森林総合研究所、（独）国立環境研究所、Japan 
Flux、AsiaFlux、iLEAPS-Japanにお礼申し上げます。

（大気環境研究領域　米村 正一郎、宮田　明）

第28回気象環境研究会
生態系の微量ガス交換と大気浄化機能
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八木コーディネータの講演 研究成果のパネル紹介




